
山本作次郎先生を偲んで

平成元年九月二十六日、山本作次郎先生が
逝去さ れた。明治四十年四月九日のお生れで
あるから享年 8 3オということになる。筆者
の恩師、石橋雅義先生のよき洵洋化学共同研
究者であら れた。
山本先生は昭和五年京都大学理学部化学科

金相学教室を卒業され（旧姓越野）、直ちに
故郷に帰り、島根県立大田中学校教諭に就
任、ついで同十八年六月当時の島根師範学校
教授に栄転されたのであるが、これが学制改
革により今日の島根大学教育学部となり 、文
理学部助教授を経て同三十四年教授に就任さ
れ、以降四十六年に御退職になるまで研究教
育に専念され、ご退官と共に名誉教授として
県の各種委員を兼ね後進の指導に努力 してこ
られたところである。
後述するように先生の御出身は金相学研究

室であるが、研究領域は広範にわたりその御
性格そのもののように融通無碍である。 最
初は石橋雅義先生につかれて学位論文「抽出
法を用いる分析化学及び分離化学的研究」に
取り糾まれ、特にウラン、ス トロンチウム、
セシウムといった核燃料、或いはその分裂生
成物である諸元素について、有楼溶謀抽出分
離と濃度の研究を基礎的に行なわれ、俊れた
成果を挙げて学位を取得されたが、これらは
放射性核種の抽出分析が常識となる初期の開
拓に参画されたことを意味している。 現に
その後先生はその成果を手段として放射性降
下物の影響研究や人形峠産のウラン鉱石の分
析に取り糾まれて先駆的な成果を挙げられる
と共に、独創的な新ウラン精錬法を案出し、
その特許は国内業界から表彰されたばか りで
なく、米・ソ 西独などの閑連研究槻IMJでも
検討されている程、 ｛憂れたものであった。
その一方で放射性フォール ・アウトの自然界
における影響については広く洵水、洵藻、魚
類、土壌など日本海西域地区を中心に広い範
囲で基碇的に検討され、 早い時期においてそ

Transactionヽof T h e  Research Institute of 
oceanochemis勺 Vol.5. No. 1 . M a y,  1991 (27) 

れらの人休影閻について署告さ れるなど啓
蒙的な業紐も若名である。
先生のお仕事はこれらに止ま らず、例え

ば水酸化鉄沈澱の生成に関する分析化学的
研究に基づいて、 当時ようやく実川化され
始めた磁気録音用テープの磁性酸化鉄粉の
製造についても新しい貢献を行われるなど
真に奔放かつ広範なもので、その天衣無縫
ぶりに、われわれ若い研究者は目をみはる
思いであった。
先生は当初教育者を志されたように、極

めて温厚篤実な御性格で正義感が強く、四
十数年にわた って研究教育に尽くされたの
で、その間に多くの後れた人材を脊成され
ているが、他面日本古典音楽を愛し、ひょ
うひょうたる徊性格によ って哲人の風格が
あった。 宍道湖、中悔湖畔のご旧家にも
お訪ねし、島根大学への講義にお招きく
だっさた先生には、その御研究、汁肛洋環境
化学を通じて種々徊教示頂いたが、その伽
研究は現在では橋谷袖教授の率いるグルー
プに受け継がれ大きな展開をしている。こ
こにご生前のご業績を回顧し、心からご冥
稲をお祈り叶Iし上げる次第であります。
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